
 

 

【日  程】  ２０１２年１１月１８日（日） １３:３０～１７:００（開場１３時） 

【会  場】  関西学院大学 東京丸の内キャンパス     ※入場無料 

         （東京駅日本橋口サピアタワー10階） 

【主  催】  関西学院大学 災害復興制度研究所  

【共  催】  日本災害復興学会  

 

≪プログラム≫ 

■趣旨 

 副題は、「－成熟社会のモノサシをかんがえる－」「―中越・東日本・ブータンから考える幸せと災害復興―」。 

草郷さんからは、東日本大震災を経験した私たちが、日常生活や人生において何が大切なのか、どのような社会で生きたい

のかを改めて考えるようになったこと、それについてブータンの国民総幸福に触れながら、「つながり生成型共生社会」の提

案、そのための具体的なアプローチを話していただきます。高橋先生からは、震災による被災地の方たちの健康や暮らし、

人生観、幸福度の変化といった、災害とひとびとの幸せの関係、その実態をお話しいただく予定です。宮本さんからは、中

越や、神戸、東日本の復興曲線から、被災された方の復興を支えるものが物質的な復旧・復興だけでないこと、また深刻な

被害を受けられた方が不幸の連鎖のようなスパイラルに陥ってしまうことなどの例を紹介した上で、多様な復興の在り方と

それがどのように時に収れんするのか、また支えることができるのか。青木先生からは、医師の立場から、「痛み」なるもの

が、まずは個別的であるという前提の上で、どのようにその一人ひとりの痛みとコミュニケーションをはかっていくのか、

痛みのスケールの紹介を交え、お話いただきます。 

■ 講演と質疑（１３：３０～１７：００） 

 【報告者】 

関西大学社会学部教授     草郷 孝好 

JICA(国際協力機構)研究所研究員   高橋 義明 

      京都大学防災研究所特定研究員   宮本  匠  

青木クリニック院長    青木 正美 

 【パネル討論】 

コーディネーター   社団法人中越防災安全推進機構 復興デザインセンター長  稲垣 文彦 

総合司会  関西学院大学災害復興制度研究所教授     山中 茂樹  

 

 

 

【申込方法】 （入場無料） 

参加ご希望の方は氏名・連絡先(Email ｱﾄﾞﾚｽ 又は電話番号)と 

｢第５回公開セミナー｣と明記の上、下記アドレスまでメールにて 

お申し込みください。 

● 参加申込用アドレス fukkou-entry@kwansei.ac.jp  

 

・お申し込み時点で既に受付が終了していた場合は、ご連絡さ 

 せていただきます。（受付完了のご連絡はいたしません。） 

・入館には事前登録が必要です。 

・当日は会場受付にて申請したお名前をお伝えください。 

 入館カードをお渡しいたします。 

2012年度 連続公開セミナー「災害多発時代を迎えて」 

mailto:fukkou-entry@kwansei.ac.jp


関西学院大学東京丸の内キャンパス 
東京都千代田区丸の内１－７－１２ サピアタワー１０Ｆ 

ＴＥＬ ０３－５２２２－５６７８ 

http://www.jebl.co.jp/nihombashi/ 

・ＪＲ 東京駅新幹線専用改札口（日本橋口）より徒歩１分 

・ＪＲ 東京駅在来線八重洲北口改札口より徒歩２分 

・東京メトロ大手町駅（東西線、千代田線、半蔵門線、丸ノ内線）Ｂ７出入口より直結 

 

○入館方法 

サピアタワー３Ｆの連続公開セミナー受付で「出席者名簿」に記入し、ゲストカードを受け取ってから、入館ゲートを通ってエレ

ベータで１０Ｆに上がってください。 入館中はゲストカードを必ず吊り下げ、紛失しないよう注意してください。ゲストカードは３

Ｆから退館する際に、必ず返却してください。  
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